
 

 

 

 

空が澄み清々しい秋を感じる頃となりました。今月号も最新トピックスをお届けします。 

 

国内動向▶▶▶▶▶ 

① 労働安全衛生規則に基づく化学物質の管理に関する講習等の適用について（厚生労働省） 

労働安全衛生規則等の改正に伴い、事業場における化学物質管理者講習の内容及び事業場外の化学物質管理

専門家に対する要件が告示された。化学物質管理者講習の講義及び実習の内容等が定められており、講習告示

は令和6年4月1日から、専門家告示は令和5年4月1日から（一部令和6年4月1日から）適用される。 

もっと詳しく☞
 

厚生労働省（令和４年９月７日付け基発0907第１号）（PDF） 

② 令和５年度新規化学物質の製造・輸入届出等の日程を公表（厚生労働省・経済産業省・環境省） 

化審法に基づく令和5年度新規化学物質の製造・輸入届出に係る日程が公開された。届出等を予定している場

合は、予め届出等の登録を行った上で予備審査用資料を提出する必要がある。 

もっと詳しく☞
 

経済産業省（令和5年新規化学物質の製造・輸入届出等に係る日程について（お知らせ））（PDF） 

③ 第 1回化学物質管理に係る専門家検討会の開催（厚生労働省） 

令和4年9月1日、第1回化学物質管理に係る専門家検討会が開催された。本会合では、労働安全衛生法の新た

な化学物質規制に基づき、労働者の化学物質のばく露に対する濃度基準値の設定等に関する検討が行われた。 

もっと詳しく☞
 

厚生労働省（第１回化学物質管理に係る専門家検討会 資料） 

④ 職場の化学物質管理に関するポータルサイトを公開（JNIOSH） 

(独)労働安全衛生総合研究所（JNIOSH）は、労働安全衛生法の関連政省令改正による職場での化学物質管理

の変更点やスケジュールを取りまとめたポータルサイトを開設した。事業所における化学物質管理体制の整備

に関する資料等について今後公開される予定である。 

もっと詳しく☞
 

JNIOSH（職場の化学物質管理が変わります） 

海外動向▶▶▶▶▶ 

① REACH規則の高懸念物質（SVHC）として 9物質群を提案（ECHA） 

ECHAは、認可対象候補リスト（Candidate List）に追加される高懸念物質（SVHC）として新たに9物質群

を提案し、意見募集を開始した (10月17日まで)。 

もっと詳しく☞
 

ECHA（Have your say: Nine proposals to identify new substances of very high concern） 

② 製品中マイクロプラスチックを制限するREACH規則案を公表（欧州委員会） 

欧州委員会は、製品中のマイクロプラスチックを規制するため、REACH規則の附属書XVII（制限対象物質）

を修正する委員会規則案を公表した。 

もっと詳しく☞
 

EC（DOCUMENT INFORMATION） 

③ CERCLAの有害物質として PFOA及び PFOSを指定する規則案を公表（米国 EPA） 

米国EPAは、包括的環境対策・補償・責任法（CERCLA）に基づき、ペルフルオロオクタン酸（PFOA）及び

ペルフルオロオクタンスルホン酸（PFOS）とその塩及び構造異性体を有害物質として指定する規則案を官報公

示し、意見募集を開始した（11月7日まで）。 

もっと詳しく☞
 

FEDERAL REGISTER（Designation of PFOA and PFOS as CERCLA Hazardous Substances ） 

④ CLP規則改正に向けた意見募集（欧州委員会） 

欧州委員会は、CLP規則に新たな有害性項目を追加するための意見募集を開始した（10月18日まで）。新た

な項目として、ヒト健康及び環境への内分泌かく乱作用、PBT/vPvB及びPMT/vPvMが提案されている。 

もっと詳しく☞
 

EC（Introducing new hazard classes–CLP revision） 

 

CERI ChemSafe  2022年 10月号 

～最新の化学物質安全性情報～ 

https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/000987122.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/kasinhou/files/information/shinki/sinkikagakutodokedenittei2023.pdf
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_27646.html
https://cheminfo.johas.go.jp/#cate_1
https://www.echa.europa.eu/-/have-your-say-nine-proposals-to-identify-new-substances-of-very-high-concern
https://ec.europa.eu/transparency/comitology-register/screen/documents/083921/1/consult?lang=en
https://www.federalregister.gov/documents/2022/09/06/2022-18657/designation-of-perfluorooctanoic-acid-pfoa-and-perfluorooctanesulfonic-acid-pfos-as-cercla-hazardous
https://ec.europa.eu/info/law/better-regulation/have-your-say/initiatives/13578-Hazardous-chemicals-updated-rules-on-classification-labelling-and-packaging_en


 

ケミカルマテリアルJapan 2022 –ONLINE- 

第8回 化学物質管理ミーティング出展 
 

化学物質管理に関する国内唯一の展示会である「化学物質管理ミーティング」（主催：化学工業日報社、

https://www.chemmate.jp/）が今年もオンラインで開催されます。開催期間は 2022 年 10 月 17 日（月）

～10 月 28 日（金）です。 

CERI は今年も「化学物質管理をまるごとサポート」をテーマに、試験・分析の実施から化審法申請、

SDS 作成や製品リスク評価、(Q)SAR を用いた毒性予測に至るまで、お客様の製品及びブランドへの付加

価値を重視したメニューを提供しています。 

Web 上の展示ブースでは、化学物質管理に関する各種受託試験・評価メニューの説明をご覧いただける

ほか、資料のダウンロードも可能です。 

 ご案内メニュー一覧 

 

 

 お知らせ 

○ CERI寄付講座のご案内 

令和4年度後期CERI寄付講座が九州大学及び東京工業大学で開催されます。化学物質の安全性やリスク評

価に関する内容もございますので、是非ご受講ください。スケジュール等の詳細は各HPでご確認ください（東

京工業大学の講座は今後情報公開予定）。 

☞ 九州大学「先端材料科学～設計、構造・物性から機能化まで～」（10月8日開講） 

☞ 東京工業大学「ゴム・プラスチックの安全、安心－身の回りから最新の話題まで－」（11月19日開講予定） 

ご質問等ございましたら、以下の連絡先までお気軽にお問い合わせください。 

 

安全性評価技術研究所 評価事業部 

〒112-0004 東京都文京区後楽 1-4-25 日教販ビル 7F 

Tel: 03-5804-6136（担当：茅島、佐野） 

URL: https://www.cerij.or.jp E-mail: cac-reach@ceri.jp 

◆製品リスク評価 

製品中化学物質のばく露・リスク評価、皮膚感作性物質の定量リスク評価にも対応 

◆SDS作成 

化管法・安衛法改正に対応した SDS/ラベル作成、製品の GHS 分類のための試験に対応 

◆(Q)SARを用いた毒性予測 

予測手法を用いた評価で新規化学物質のスクリーニング等を支援 

◆プラスチック等の生分解性試験、動物実験代替法試験、皮膚感作性試験 

様々な試験法から最適な試験設計をご提案 

◆規制対象物質・PFAS等の分析 

製品中 PFCA、PFOA/PFOS 及び PFOA 関連物質等の各種分析に対応 

◆化審法申請トータルサポート 

安全性試験の実施から申請までサポート  関係職員一同、 
皆様のご参加を 

お待ちしています！ 

https://www.chemmate.jp/
http://www.cstf.kyushu-u.ac.jp/japanese_news/archives/96
http://www.ceri.mac.titech.ac.jp/index.html
https://www.cerij.or.jp/
mailto:cac-reach@ceri.jp



